
 
 

　

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
は
、
平
成
14
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
市
民
へ
の
生

涯
学
習
支
援
と
市
街
地
活
性
化
の
期
待
を
受
け
、
生
涯
学
習
に
関
す
る

様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
8
年
目
を
迎
え
た
今
、
い

わ
き
駅
前
の
総
合
図
書
館
や
い
わ
き
芸
術
文
化
交
流
館
の
オ
ー
プ
ン
に

よ
り
、
市
街
地
の
芸
術
・
文
化
ゾ
ー
ン
が
充
実
し
、
市
民
の
生
涯
学
習

に
も
多
様
性
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
学
習
意
欲
に
応
え
、
と
く
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参

加
型
学
習
形
態
の
新
た
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。　

平
成
21
年
度
の
基
本
方
針

　

平
成
21
年
度
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
の

事
業
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針

を
紹
介
し
ま
す
。

①
生
涯
学
習
に
関
す
る
情
報
の

収
集
・
提
供
と
調
査
研
究
や

相
談
に
応
じ
ま
す
。

②
人
材
の
発
掘
・
育
成
を
は
か

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

と
お
し
た
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

③
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多

種
多
様
な
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発
・
提
供
し
ま
す
。

④
広
域
的
か
つ
高
度
で
専
門
的

な
学
習
を
提
供
し
ま
す
。

⑤
施
設
の
機
能
や
環
境
を
い
か

し
た
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
と
実
施

　

昨
年
10
月
に
開
催
し
た
第
20
回
全

国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
経

験
と
実
績
を
も
と
に
、
当
プ
ラ
ザ
で

活
動
す
る
団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
協
力

を
得
て
各
種
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
す
。

　

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、団
体
・
サ
ー

ク
ル
の
ふ
だ
ん
の
活
動
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
教
え
学
び
あ
う
環
境
の

醸
成
と
活
動
の
輪
を
広
げ
ま
す
。

◎
学
校
体
験
企
画

　

団
体
・
サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容
お

よ
び
日
時
に
あ
わ
せ
、
市
内
の
小
学

校
低
学
年
の
「
生
活
科
」
や
小
学
校

中
学
年
か
ら
中
学
校
の
「
総
合
的
な

学
習
の
時
間
」
と
し
て
参
加
・
体
験

す
る
企
画
。「
絵
手
紙
」「
能
楽
」「
水

墨
画
」「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
」「
茶
道
」

な
ど
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

◎
一
般
体
験
企
画

　

学
校
体
験
企
画
と
同
じ
く
、
団

体
・
サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容
お
よ
び

日
時
に
あ
わ
せ
、
高
校
生
以
上
の
一

般
市
民
を
対
象
に
体
験
・
体
感
す
る

企
画
。
学
校
体
験
企
画
に
加
え
「
詩

吟
」「
陶
芸
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
企

画
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◎
IT
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
企
画
講
座

　

IT
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
の
受
講
生
が
中
心
と
な
っ
て
企

画
す
る
講
座
を
毎
月
１
回
開
催
し
て

い
ま
す
。
講
師
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を

交
代
で
務
め
、
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手

が
届
く
指
導
が
好
評
で
、
今
年
度
も

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画
講
座

　

遊
び
と
憩
い
の
広
場
や
ル
ー
フ

ガ
ー
デ
ン
を
使
っ
て
、
乳
幼
児
と
家

族
を
対
象
と
し
た
新
企
画
の
講
座
を

毎
月
1
回
開
催
し
ま
す
。
保
育
・
育

児
経
験
豊
か
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
と
お
し
て
、
子

ど
も
と
一
緒
に
成
長
す
る
家
族
を
応

援
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
は
、
よ
り
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
積
極
的

に
活
動
で
き
る
場
を
広
げ
、
こ
れ
か

ら
も
市
民
の
皆
様
の
生
涯
学
習
を
応

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
の
展
望 

ー
生
涯
学
習
の
新
展
開
ー

全国生涯学習フェスティバルでの学校体験（陶芸体験）

学校体験（音訳ボランティア体験）

子育て支援ボランティアによるパネルシアター

第 ８ 号

平成 21年 3月 19 日



	 	 「まなびのＷａいわき」第８号	 ( 2 )

「第2 0回全国生涯学習フェスティバルi nいわき」開催

　

平
成
20
年
10
月
11
～

15
日
の
5
日
間
、
「
第
20

回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
in
い
わ
き
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
わ
き
芸
術
文
化
交
流

館
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
い
わ

き
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の

童
門
冬
二
学
長
に
よ
る
、
「
歴

史
に
み
る
生
涯
学
習 

―
天
璋
院

篤
姫
を
例
に
―
」
と
題
し
た
記

念
講
演
が
行
わ
れ
、
会
場
を
埋

め
尽
く
し
た
聴
衆
は
、
童
門
学
長

の
絶
妙
の
語
り
口
に
引
き
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

講
演
は
、
話
題
と
な
っ
て
い
る

篤
姫
の
生
き
様
を
通
し
て
、
生
涯
学

び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
作
家
童

門
冬
二
の
視
点
で
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
さ
に
、
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
幕
開
け

に

ふ

さ

わ

し

い
、
す
ば
ら
し

い
講
演
と
な
り

ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
期
中
の
10
月
14
・

15
日
、
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し

た
体
験
学
習
を
プ
ラ
ザ
利
用
団
体
の
協

力
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

2
日
間
で
約
１
０
０
０
人
の
児
童
・

生
徒
が
、
伝
統
芸
能
や
美
術
・
工
芸
な

ど
を
体
験
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
手
を
取
っ
て
熱
心
に

指
導
す
る
サ
ー
ク
ル
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
、

日
ご
ろ
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
学
校
の
教

室
で
は
見
ら
れ
な
い
異
世
代
交
流
の
機

会
が
数
多
く
実
現
し
ま
し
た
。

★陶芸体験
　ロクロを使った器づ
くりを体験しました。

★手話体験
　手話を使った簡単
なあいさつを学びま
した。

★絵手紙体験
　身近な画材を通して、
心を伝える絵手紙を描き
ました。

★伝統芸能体験（能楽・しの笛）
　日本の伝統芸能、「能楽」・「し
の笛」を体験しました。

★茶道体験
　プラザ５階庭園の本格的な茶室で茶道体験。
茶道の歴史や作法を学びました。

★エコたわしづくり体験
　初めての編み物に挑戦
しました。

★
伝
統
遊
び
体
験

　

５
階
庭
園
で

け
ん
玉
や
コ
マ

回
し
な
ど
を

体
験
し
ま

し
た
。



	 ( 3 )	 「まなびのＷａいわき」第８号	

平成20年度「いわきヒューマンカレッジ」各学部のようす

　今年度で３年目を迎えた「人間環境学部」では、理工

系はもちろん文系の視点からも、「グローバル ( 地球規模 )」

かつ「ローカル ( いわき )」に、生活環境に関する問題を

考えました。私たちは、「太陽と水の恩恵」を受けて生

育する動植物との関わりの中で生きています。自然の恵

みに感謝しつつ、環境と調和す

る「まちづくり」を考えました。

「バイオエタノール燃料の現状

と課題」や「新エネルギー・太

陽光発電」「くらしと飲み水」「自

然と人間との共生－環境倫理の課

題－」などの講義を通して、自

然と人間とのあり方について学

びました。

　会場となったいわき明星大学では、昨年度の薬学部開

設を機にヘルスサイエンス学部が開講されました。今日

の長寿高齢化社会で重要な社会的テーマとなっている健

康（ヘルス）にかかわる事柄を科学的に学習することを

通じて、健康づくりについて学びました。初回の鹿児島

先生の「身体の調節機構－ホルモンに学ぶ－」に始まり、

薬学を中心とした内容的にはかなり難しい内容の講義

に、真剣に耳を傾けてい

る受講生の姿が見受けら

れました。また、丸山先

生の「漢方医学－自然から

の贈り物－」では、実際に

漢方薬の試飲などを行い、

理解を深めていました。

　本年度のいわき学部は、平安時代末期から中世にかけ

ての、動乱の時代のいわきに焦点をあて、「極楽往生の

願いと白水阿弥陀堂」、「岩城氏の台頭と好
よしまのしょう

嶋荘」や「経

塚が語る庶民の願い」、「薬王寺と板
いた

碑
び

」などを通して、

いわきの歴史・文学、庶民の生活・文化・信仰について

学びました。また、毎回受講生から好評を得ている史跡

めぐりについては、「いわき北西部 ( 三和町 ) の史跡めぐ

り」を実施しました。い

わき市立沢
さわたり

渡小学校敷地

内の竹
たけ

之
の

内
うち

遺跡をはじめ、

上三坂の中世城館三
さのくらじょう

倉 城

跡・上永井の作Ｂ遺跡など、

現地での講義で歴史への

理解をより深めました。

　地方や地域に関わる様々なニュースに、市民の関心が

高まっています。本学部では、いわき市の身近な事例や

全国的動向に触れながら、地域社会の経済・福祉・環境

などを学び、いわきのまちづくりについて考えました。

「中心市街地は蘇るか？－いわき市中心市街地の課題－」や

「産業構造の変化がいわきにも

たらしたもの－ " フラガール " 誕

生の背景－」など、本市に密接

に関わる問題や、「国際化と地

域－グローカル化するいわきの風

景－」、「ボランティア活動とま

ちづくり」など多方面からいわ

きのまちづくりについて学びま

した。

　

本
年
度
の
い
わ
き
ヒ
ュ
ー
マ
ン
カ
レ
ッ
ジ

は
、
い
わ
き
ら
し
さ
を
も
っ
た
ヘ
ル
ス
サ
イ

エ
ン
ス
学
部
・
地
域
づ
く
り
学
部
・
人
間
環

境
学
部
・
い
わ
き
学
部
の
４
学
部
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

入
学
式
は
８
月
31
日

（日）
に
い
わ
き
ワ
シ
ン

ト
ン
ホ
テ
ル
椿
山
荘
で
開
催
さ
れ
、
入
学
生

に
向
け
た
櫛
田
一
男
理
事
長
（
市
長
）
、
童

門
冬
二
学
長
（
作
家
）
の
お
祝
い
の
言
葉
が
、

遠
藤
宏
之
副
理
事
長
（
教
育
長
）
、
神
山
敬
章

常
任
理
事
（
い
わ
き
明
星
大
教
授
）
か
ら
伝
え

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
入
学
生
４
２
５
名
を

代
表
し
て
、
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
大

越
佳
子
さ
ん
か
ら
受
講
に
あ
た
っ
て
の
喜
び

と
抱
負
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

入
学
式
終
了
後
の
記
念
講
演
で
は
、
い
わ

き
明
星
大
学
非
常
勤
講
師
馬
目
順
一
先
生
に

よ
る
、
「
い
わ
き
古
墳
時
代
の
新
視
点
」
と

題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
の
中

で
は
、
四
倉
町
の
玉
山
古
墳
な
ど
、
最
新
の

発
掘
調
査
事
例
を
踏
ま
え
た
新
知
見
が
披
露

さ
れ
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
入
学
生
・
一
般

市
民
は
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

各
学
部
で
は
、
９
月
上
旬
か
ら
11
月
上

旬
の
期
間
で
７
回
の
講
座
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
11
月
29
日

（土）
に
修
了
式
が
行
わ
れ
、

本
年
度
の
市

民
大
学
も
盛

会
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し

た
。

ヘルスサイエンス学部

人間環境学部

地域づくり学部

い わ き 学 部

第 7回「医薬品情報学」
　いわき明星大学　村田　亮 教授

第7回「いわき北西部 (三和町 )の史跡めぐり」
　いわき明星大学　馬目　順一  非常勤講師

第7回「ボランティア活動とまちづくり」
　東日本国際大学　遠藤　寿海 准教授

第4回「くらしと飲み水」
　福島工業高等専門学校　高荒　智子 助教

入学生代表あいさつ



	 	 「まなびのＷａいわき」第８号	 ( 4 )

生涯学習に関する調査研究

　

い
わ
き
市
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
で
は
、

施
設
利
用
者
の
傾
向
分
析
と
満
足
度
を

測
る
た
め
、
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
調
査

の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
方
法
は
、
館
内
に
用
紙

と
回
収
箱
を
設
置
し
、
利
用
者
が
自
由

意
志
で
回
答
し
た
も
の
を
集
計
し
て
い

ま
す
。
今
年
2
月
ま
で
の
1
年
間
で
81

件
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
回
答
者

属
性
の
偏
り
は
比
較
的
少
な
く
、
幅
広

い
年
齢
層
の
利
用
者
か
ら
プ
ラ
ザ
の
管

理
・
運
営
に
関
す
る
意
見
や
要
望
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
【
利
用
状
況
に
つ
い
て
】

　

回
答
は
10
代
・
30
代
・
60
代
の
女
性

が
特
に
多
く
、
後
述
す
る
利
用
目
的
と

の
関
連
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
職
業
区
分

ご
と
の
回
答
数
の
差
は
少
な
く
、
居
住

地
は
平
地
区
中
心
に
広
範
囲
に
及
ん
で

い
ま
す
。

　

プ
ラ
ザ
へ
の
交
通
手
段
で
は
、
半
数

近
く
が
自
家
用
車
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
10
代
を
除
く
と
そ
の
割
合
は
さ
ら

に
高
く
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
連
れ
の
利

用
が
多
い
こ
と
か
ら
、
駐
車
場
へ
の
不

満
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ザ
の
利
用
目
的
に
つ
い
て
は
、

10
代
の
学
習
目
的
の
利
用
、
30
代
の
遊

び
と
憩
い
の
広
場
の
利
用
、
60
代
の
講

座
で
の
利
用
な
ど
、
年
齢
区
分
ご
と
の

特
徴
が
み
ら
れ
ま
す
。自
由
記
述
で
は
、

こ
れ
ら
利
用
目
的
に
関
連
す
る
意
見
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
テ
レ
ビ
放
映
方
法
な

ど
施
設
管
理
へ
の
提
案
、
学
習
目
的
で

の
環
境
音
へ
の
不
満
、
利
用
申
請
手
続

き
の
改
善
意
見
、
講
座
の
開
催
内
容
の

要
望
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
意
見
は
、
運
営
改
善
策
に

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
と
共
に
、
月
刊

「
プ
ラ
ザ
だ
よ
り
」
の
Ｑ
＆
Ａ
で
質
問

へ
の
回
答
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
【
利
用
満
足
度
に
つ
い
て
】

　

プ
ラ
ザ
職
員
の
応
対
を
含
め
た
利
用

満
足
度
に
つ
い
て
は
、
8
割
以
上
が
好

意
的
な
意
見
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
さ
わ

や
か
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
へ
の
取
り
組
み
が
効
果
を
上
げ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

一
方
で
不
満
と
の
回
答
も
あ
り
、
プ

ラ
ザ
利
用
者
の
満
足
度
ア
ッ
プ
に
向

け
、
よ
り
い
っ
そ
う
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
運
営
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

い わ き 市 生 涯 学 習 プ ラ ザ 利 用 に 関 す る 調 査

＝生涯学習プラザの利用状況に関する分析＝
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第 1図　男女別年齢構成
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第２図　利用交通手段
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